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れらと現在の大阪の重ねあわせには、国土空間



























表 1 天保14年当時の町数と面積 













享保 9（1724） 356,092 28,740
明和 2（1765） 422,359 34,089
天保 8（1837） 333,137 26,888




























































妙知焼 8.64 24.9 69
大塩焼 1.96 5.3 16























図 3 妙知焼の延焼範囲 
 





























































































[5]大阪府立図書館 第 46 回大阪資料・古典籍
室 1小展示(2002.3.24)近世大坂の大火： 
http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/shote
nji/46_taika.html 
